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『
諸
説
不
同
記
』
　
に
説
か
れ
た
　
「
現
図
」

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
大
正
図
像
本
と
仏
教
全
書
本
　
現
図
　
胎
蔵
量
茶
羅
の
解
釈

は
じ
め
に

法
三
宮
真
寂
　
（
八
八
六
～
九
二
七
）
　
撰
　
『
大
悲
胎
蔵
普
通
大
島
又
茶
羅
中
諸
尊

種
字
標
職
形
相
聖
位
諸
説
不
同
記
』
　
（
以
下
　
『
諸
説
不
同
記
』
）
　
に
出
て
く
る

「
硯
図
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
空
海
請
来
本
の
正
系
の
転
写
本
で
あ
る
東
寺

の
両
界
里
奈
羅
の
こ
と
を
指
す
と
し
な
が
ら
、
実
は
も
っ
と
広
い
意
味
で
、
恵

呆
　
（
七
四
六
～
八
〇
五
）
・
空
海
　
（
七
七
四
～
八
三
五
）
　
系
の
里
奈
羅
の
こ
と

を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
、
曖
昧
な
解
釈
し
か
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
東
寺

の
両
界
里
奈
羅
と
、
恵
呆
・
空
海
系
の
里
奈
羅
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多

く
の
論
考
が
あ
る
が
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
詳

細
に
研
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
現
図
」
と
い
う
語
に
、
暖
味
な
解
釈

し
か
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
『
諸
説
不
同
記
』

を
細
か
い
点
ま
で
正
し
く
読
む
こ
と
以
外
に
、
「
現
図
」
が
ど
う
い
う
意
味
で
使

わ
れ
て
い
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
ま
ず
　
『
諸
説
不

同
記
』
　
の
記
述
の
不
審
点
を
解
明
し
、
そ
の
後
あ
く
ま
で
も
　
『
諸
説
不
同
記
』

の
記
述
に
沿
っ
て
、
「
現
図
」
と
い
う
語
の
解
釈
を
試
み
た
い
。

入
　
江
　
多
　
美

「
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
の
刊
本
、
大
正
図
像
本
と
仏
教
全
書
本

ま
ず
『
諸
説
不
同
記
』
の
構
成
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
題
名
に
あ
る
よ
う
に
、

胎
蔵
里
奈
羅
各
尊
の
種
字
　
（
梵
号
・
種
字
）
・
標
職
　
（
三
昧
耶
）
・
形
相
・
聖

位
　
（
坐
位
）
　
に
つ
い
て
、
諸
説
　
（
胎
蔵
里
奈
羅
諸
尊
に
関
係
す
る
諸
経
・
疏
・

義
釈
・
抄
記
の
記
述
と
、
「
硯
図
」
　
「
戎
図
」
　
「
山
国
」
な
ど
、
尊
像
が
描
か
れ

た
諸
本
の
図
様
）
　
を
紹
介
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
真
寂
自
身
の
考
え
を
　
「
私
云
」

「
私
案
」
と
し
て
補
足
し
て
、
比
較
検
討
し
て
い
る
。
『
諸
説
不
同
記
』
　
は
「
硯

図
」
　
の
図
様
を
紹
介
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
お
り
、
諸
尊
の
並
び
は

「
規
図
」
　
に
基
づ
い
て
い
る
。

さ
て
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
の
刊
本
に
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
昭
和
八
　
（
一
九
三

三
）
　
年
に
大
蔵
経
刊
行
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
　
『
大
蔵
経
　
図
像
部
一
』
　
（
以
下

大
正
図
像
本
）
　
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
底
本
と
し
て
東
寺
の
観
智
院
蔵
、
貞
和

六
　
（
一
三
六
七
）
　
年
融
運
の
奥
書
を
持
つ
写
本
を
用
い
て
い
る
。
も
う
一
つ
は

大
正
二
　
（
一
九
二
二
）
　
年
に
仏
書
刊
行
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
　
『
大
日
本
仏
教
全

書
』
四
四
（
昭
和
四
六
年
に
鈴
木
学
術
財
団
か
ら
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
二
、
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図
像
部
二
と
し
て
新
版
さ
れ
て
い
る
。
以
下
仏
教
全
書
本
）
　
に
収
録
さ
れ
て
お

り
、
底
本
と
し
て
狩
野
亮
吉
氏
蔵
の
、
元
文
四
　
二
七
三
九
）
　
年
准
圭
範
海
の

書
写
本
　
（
七
巻
）
　
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
写
本
を
用
い
て
い
る
。

大
正
図
像
本
と
仏
教
全
書
本
で
は
、
外
金
剛
部
院
の
巻
の
構
成
が
異
な
る
こ

と
と
、
諸
尊
の
坐
位
の
記
述
が
異
な
る
こ
と
、
ま
た
全
般
的
に
諸
尊
の
図
様
の

記
述
に
相
違
が
多
い
こ
と
か
ら
別
系
統
と
考
え
ら
れ
、
仏
教
全
書
本
の
ほ
う
が

書
写
年
代
が
新
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
参
照
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
う
し
な
が
ら
大
正
図
像
本
で
不
審
な
記
述
は
、
仏
教
全
書
本

に
解
決
を
求
め
る
と
い
っ
た
暖
味
な
態
度
が
と
ら
れ
て
き
た
。
今
回
二
本
を
詳

細
に
対
照
し
た
こ
と
で
、
部
分
的
に
仏
教
全
書
本
を
参
照
す
る
だ
け
で
は
、
大

正
図
像
本
の
記
述
を
全
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
以

下
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
点
に
違
い
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
う
い
っ
た
点
で

相
互
に
補
い
合
っ
て
読
む
こ
と
が
必
要
な
の
か
、
二
本
を
比
較
し
な
が
ら
考
え

て
い
く
。

ま
ず
外
金
剛
部
院
の
問
題
を
調
べ
る
。
ど
ち
ら
も
外
金
剛
部
院
を
東
南
西
北

の
四
つ
の
部
分
に
分
け
て
記
述
す
る
が
、
大
正
図
像
本
は
南
か
ら
記
述
し
、
仏

教
全
書
本
は
束
か
ら
記
述
す
る
こ
と
が
異
な
る
。
（
表
二
　
を
参
照
し
て
も
ら

い
た
い
。

し
か
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
仏
教
全
書
本
の
題
名
　
（
「
大
悲
胎
蔵
普
通
大

量
奈
羅
申
請
尊
種
字
標
職
形
相
聖
位
諸
説
不
同
記
巻
第
□
」
）
　
に
添
え
ら
れ
た

注
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
巻
第
八
の
題
名
に
は
　
「
己
上
外
題
写
本
無
之
」
、
巻
第
九

の
題
名
に
は
　
「
九
欺
」
、
巻
第
一
〇
の
題
名
に
は
　
「
己
上
題
名
原
本
無
」
と
記

さ
れ
、
す
な
わ
ち
巻
第
八
、
第
九
、
第
一
〇
に
は
底
本
に
外
題
が
な
く
、
あ
る

い
は
刊
行
す
る
際
に
巻
の
構
成
を
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
胎
蔵
里
奈
羅

は
東
が
上
　
（
天
）
　
で
あ
り
、
中
台
八
葉
院
の
四
如
来
も
束
の
宝
帳
如
来
か
ら
、

東
南
西
北
の
順
で
記
述
さ
れ
る
の
で
、
外
金
剛
部
院
の
巻
を
構
成
す
る
際
に
、

束
か
ら
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
以
上
よ
り
外
金
剛
部
院
に
お

け
る
巻
の
構
成
の
相
違
は
、
大
正
図
像
本
と
仏
教
全
書
本
の
底
本
が
別
系
統
で

あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
仮
に
仏
教
全
書
本
の
外
金
剛
部

院
を
南
西
北
東
の
順
に
並
べ
替
え
る
と
、
諸
尊
が
記
述
さ
れ
る
順
番
は
大
正
図

像
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

次
に
諸
尊
の
坐
位
の
記
述
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
い
く
。

大
正
図
像
本
も
仏
教
全
書
本
も
、
基
本
的
に
は
中
央
毘
慮
遮
那
如
来
　
（
大
日
如

来
）
　
の
方
を
向
い
た
と
き
の
、
前
後
左
右
を
示
し
て
い
る
　
（
図
一
）
。
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こ
の
法
則
に
照
ら
し
て
検
討
す
る
と
、
大
正
図
像
本
・
仏
教
全
書
本
の
両
方

と
も
、
左
右
の
記
述
を
誤
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
尊
が
見
ら
れ
る
。
ま
と
め

る
と
、
大
正
図
像
本
は
外
金
剛
部
院
西
方
諸
尊
の
う
ち
南
側
の
諸
尊
と
、
西
門

の
中
の
諸
尊
に
、
左
右
の
表
現
に
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
集
中
し
て

い
る
。
仏
教
全
書
本
は
蓮
華
部
使
者
の
約
半
数
の
諸
尊
と
、
虚
空
蔵
院
・
千
手

千
眼
観
自
在
菩
薩
（
千
手
観
音
）
　
の
使
者
（
婆
蘇
仙
・
功
徳
天
）
　
に
、
左
右
の

表
現
に
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
仏
教
全
書
本
の
場
合
は
、
使

者
の
記
述
に
誤
り
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
者
の
場
合
は
大
日
如
来
に

向
か
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
使
者
　
（
例
え
ば
婆
蘇
仙
）
　
が
仕
え
る
主
尊
　
（
例
え

ば
千
手
観
音
）
　
の
右
手
側
に
坐
位
す
る
の
か
、
左
手
側
に
坐
位
す
る
の
か
に
着

目
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
蓮
華
部
使
者
の
残
り
半

数
の
諸
尊
は
、
大
日
如
来
に
向
か
っ
た
と
き
の
左
右
と
い
う
法
則
ど
お
り
の
記

述
が
さ
れ
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
や
は
り
単
な
る
書
き
誤
り
だ
ろ
う

か
。ま

た
左
右
の
法
則
は
誤
っ
て
い
な
い
が
、
大
正
図
像
本
と
仏
教
全
書
本
で
相

違
す
る
記
述
が
外
金
剛
部
院
北
方
諸
天
の
う
ち
西
側
諸
尊
と
、
北
東
角
の
諸
尊
、

東
方
諸
天
の
う
ち
北
側
諸
尊
に
見
ら
れ
る
。
外
金
剛
部
院
の
諸
尊
は
時
計
回
り

に
記
述
さ
れ
る
の
で
、
ア
尊
1
イ
尊
1
ウ
尊
の
順
に
並
ん
で
い
る
と
す
る
と
、

基
本
的
に
　
「
イ
尊
は
ア
尊
の
左
に
坐
位
す
る
」
と
い
う
記
述
が
と
ら
れ
る
。

し
か
し
今
挙
げ
た
諸
尊
に
限
り
、
大
正
図
像
本
で
、
「
イ
尊
は
り
尊
の
右
に
坐

位
す
る
」
と
記
述
さ
れ
る
。
仏
教
全
書
本
で
は
　
「
イ
尊
は
ア
尊
の
左
に
坐
位

す
る
」
と
い
う
基
本
的
な
記
述
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
大
正
図

像
本
で
は
外
金
剛
部
院
に
お
い
て
、
仏
教
全
書
本
で
は
蓮
華
部
院
と
虚
空
蔵

院
・
千
手
観
音
の
使
者
に
お
い
て
、
坐
位
に
お
け
る
左
右
の
記
述
の
誤
り
と
、

表
現
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
大
正
図
像
本
と
仏
教
全
書
本
で
、
全
般
的
に
諸
尊
の
図
様
の
記
述
に
相

違
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
今
回
図
様
を
、
身
色
・
形
　
（
菩
薩
形
な

ど
）
・
面
貌
　
（
三
面
・
怒
目
な
ど
）
・
姿
勢
　
（
右
を
向
く
・
肩
を
蹴
ら
せ
る
な

ど
）
・
印
相
・
頭
光
・
身
光
・
冠
・
冠
絶
・
耳
飾
・
腕
飾
・
理
路
・
上
衣
・

下
表
・
坐
法
・
座
具
の
、
一
六
項
目
に
分
け
て
考
え
た
。
身
色
を
例
に
と
り
、

大
正
図
像
本
を
基
本
と
し
た
と
き
に
、
仏
教
全
書
本
に
お
い
て
ど
う
い
っ
た
相

違
が
み
ら
れ
る
の
か
見
て
い
く
。

身
色
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
①
「
硯
図
」
　
の
記
述
が
な
い
　
（
乱
釈
迦
院
・

輪
幅
蹄
支
仏
）
・
「
戎
図
」
　
の
記
述
が
な
い
　
（
乱
文
殊
院
・
阿
波
羅
爾
多
）
・

「
山
国
」
　
の
記
述
が
な
い
　
（
弘
地
蔵
院
・
持
地
菩
薩
）
、
②
大
正
図
像
本
で
　
「
赤

肉
色
」
1
仏
教
全
書
本
「
肉
色
」
と
い
う
よ
う
に
記
述
内
容
が
異
な
る
　
（
乱

釈
迦
院
t
無
能
勝
妃
）
、
③
大
正
図
像
本
で
記
述
さ
れ
な
い
情
報
が
、
仏
教
全
書

本
で
記
述
さ
れ
る
　
（
弧
外
金
剛
部
院
南
方
諸
天
・
奈
吉
尼
衆
）
。

以
上
記
述
の
相
違
が
三
点
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
相
違
は
先
ほ
ど
挙
げ

た
図
様
の
一
六
項
目
、
全
て
の
項
目
に
お
い
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
①
の
、

大
正
図
像
本
で
記
述
さ
れ
る
項
目
が
仏
教
全
書
本
で
全
く
書
か
れ
な
い
、
と
い

う
こ
と
は
、
冠
・
冠
絶
・
耳
飾
・
腕
飾
・
櫻
格
の
項
目
で
目
立
っ
て
い
る
。

②
は
さ
ら
に
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
大
正
図
像
本
で
赦
密
に
書

か
れ
る
こ
と
が
、
仏
教
全
書
本
で
は
簡
略
に
書
か
れ
る
た
め
に
、
大
正
図
像
本

と
比
べ
る
と
、
仏
教
全
書
本
で
は
細
か
い
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

（
比
中
台
八
乗
院
・
文
殊
師
利
菩
薩
の
右
手
。
大
正
図
像
本
「
右
手
屈
腎
仰
側
掌
。

指
頭
向
右
。
屈
頭
中
名
。
掌
持
梵
匪
」
1
仏
教
全
書
本
「
右
手
仰
側
掌
屈
頭
中

持
梵
匪
」
）
、
二
つ
目
は
全
く
内
容
が
異
な
る
記
述
で
あ
る
　
（
乱
中
台
八
乗
院
・

－23　【



文
殊
師
利
菩
薩
の
左
手
の
持
物
。
大
正
図
像
本
「
三
鈷
杵
」
　
1
仏
教
全
書
本

「
五
鈷
杵
」
）
。
こ
れ
ら
は
姿
勢
・
印
相
・
上
衣
・
下
表
の
項
目
で
目
立
つ
。
一

つ
目
・
二
つ
目
と
も
、
「
硯
図
」
　
の
記
述
を
　
『
仁
和
寺
版
』
と
対
照
す
る
と
、

大
正
図
像
本
の
記
述
と
細
か
い
部
分
ま
で
一
致
し
て
い
る
尊
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
ま
た
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
は
、
印
相
に
つ
い
て
第
何
指
を
屈
す
る
と
い
っ
た

細
か
い
図
様
ま
で
、
非
常
に
赦
密
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
③

は
全
体
の
記
述
量
か
ら
み
る
と
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
す
る
と
諸
尊
の
図
様
に
つ

い
て
は
大
正
図
像
本
を
定
本
と
し
、
若
干
の
不
審
な
点
に
つ
い
て
仏
教
全
書
本

を
参
照
す
れ
ば
よ
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

坐
位
の
記
述
、
図
様
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
、
大
正
図
像
本
と
仏
教
全
書
本

は
別
系
統
の
転
写
本
で
あ
る
が
、
大
正
図
像
本
の
坐
位
と
図
様
に
関
し
て
、
不

審
な
記
述
や
、
抜
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
記
述
を
、
仏
教
全
書
本
の
記
述
で
補

う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
は
、
大
正
図
像
本
で
不
審
な
記
述
を
仏
教
全

書
本
で
補
い
な
が
ら
読
め
ば
、
ほ
ぼ
理
解
で
き
る
の
だ
が
、
知
ら
な
け
れ
ば
誤

読
し
て
し
ま
う
注
意
点
が
あ
と
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
紹
介
す
る
。

ま
ず
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
尊
の
坐
位
の
記
述
は
、
中
央
毘
慮
遮
那

如
来
　
（
大
日
如
来
）
　
の
方
に
向
か
っ
た
と
き
の
、
前
後
左
右
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
左
右
の
記
述
の
法
則
は
、
坐
位
の
記
述
の
み
当
て
は
ま
る
も
の
で
、

図
様
の
記
述
に
お
い
て
は
、
左
右
は
各
尊
の
左
手
側
・
右
手
側
に
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
　
「
東
南
西
北
」
　
の
記
述
は
、
胎
蔵
里
奈
羅
の
上
　
（
天
）
　
を
東
と
し
、

下
　
（
地
）
　
を
西
と
し
た
方
位
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。

次
に
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
に
は
複
数
尊
に
か
か
る
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
こ

う
し
た
記
述
は
、
似
た
特
徴
を
持
つ
、
ま
と
ま
っ
た
集
団
に
か
か
っ
て
い
る
と

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
釈
迦
院
・
般
若
波
羅
蜜
に
、
「
戎
図
」
　
の
上

衣
に
関
し
て
、
「
十
度
皆
同
被
鰻
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は
十
度
＝
十

波
羅
蜜
全
て
に
か
か
る
記
述
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
が
、
般
若
波
羅
蜜
は
十

波
羅
蜜
の
う
ち
六
番
目
に
書
か
れ
る
尊
な
の
で
、
こ
の
記
述
が
前
の
尊
に
も
影

響
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
例
で
は
「
十
度
」

と
い
う
指
示
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
の
尊
に
も
か
か
る
記
述
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
が
、
単
に
「
己
下
諸
尊
」
「
己
上
諸
尊
」
と
い
っ
た
指
示
が
あ
る

と
き
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
文
殊
院
・
阿
波
羅
爾
多
の
、

右
手
持
物
に
関
す
る
記
述
で
「
己
下
五
尊
皆
持
此
」
、
姿
勢
に
関
す
る
記
述
で

「
己
上
五
尊
面
向
左
方
」
、
冠
絶
に
関
す
る
記
述
で
　
「
四
尊
無
冠
給
」
　
（
全
て
大

正
図
像
本
か
ら
引
用
。
仏
教
全
書
本
に
は
記
述
な
し
）
　
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合

「
己
下
五
尊
」
　
「
己
上
五
尊
」
と
も
、
文
殊
院
の
北
側
の
端
に
坐
位
す
る
ま
と
ま

っ
た
五
尊
　
（
阿
爾
多
・
阿
波
羅
爾
多
・
唾
母
嘘
天
・
肥
者
耶
・
者
邪
。
こ
の

順
に
書
か
れ
る
。
）
　
に
か
か
る
記
述
で
あ
る
。
ま
た
「
四
尊
」
は
、
こ
れ
ら
五

尊
の
中
の
主
尊
で
あ
る
喧
母
嘘
天
を
除
い
た
四
尊
に
か
か
る
記
述
で
あ
る
。

こ
う
し
た
複
数
尊
に
か
か
る
記
述
は
他
に
も
数
箇
所
み
ら
れ
る
が
、
文
字
通
り

「
己
上
」
　
「
己
下
」
　
の
尊
に
か
か
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た

諸
尊
に
か
か
る
記
述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

次
に
「
現
図
」
「
戎
図
」
「
山
図
」
と
い
っ
た
指
示
の
他
に
、
「
二
回
」
「
両
国
」

と
い
う
指
示
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
「
二
図
」
　
の
記
述
の
例
と
し

て
蓮
華
部
院
の
不
空
箱
索
菩
薩
の
記
述
を
引
用
す
る
と
、
「
三
面
有
三
日
。
右

遽
面
青
色
。
左
遽
面
黒
色
。
二
固
三
面
同
肉
色
」
と
し
て
、
「
規
図
」
　
は
三
面

の
う
ち
右
面
が
青
色
で
左
面
が
黒
色
だ
が
、
「
二
図
」
　
の
三
面
は
同
じ
肉
色
だ

と
し
て
い
る
。
こ
の
　
「
二
図
」
が
「
戎
図
」
と
　
「
山
図
」
　
の
こ
と
を
指
す
の
は
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明
ら
か
で
あ
る
。
「
二
回
」
　
の
記
述
は
他
に
二
一
箇
所
出
て
く
る
が
、
全
て

「
戎
図
」
　
「
山
図
」
　
の
こ
と
を
指
す
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
　
「
両
図
」
　
は
、
例
え

ば
金
剛
部
院
の
金
剛
侍
女
に
　
「
身
青
黒
色
。
火
髪
向
上
。
両
陶
肉
色
。
冠
髪
」

と
書
か
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
「
戎
図
」
と
　
「
山
図
」
　
の
こ
と
を
指
す
と
解
釈

で
き
る
。
「
両
国
」
　
の
記
述
は
他
に
三
箇
所
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
戎
図
」

と
　
「
山
図
」
　
の
こ
と
だ
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
こ
こ
か
ら
、
「
或
図
」
　
と
　
「
山

国
」
　
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
特
定
の
胎
蔵
里
奈
羅
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。

以
上
の
注
意
点
を
ふ
ま
え
て
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
に
書
か
れ
る
　
「
現
図
」
と

は
ど
う
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
次
章
で
具
体
的
に
見
て
い
く
。

二
、
「
現
図
」
と
は
何
か

ま
ず
、
「
現
図
」
　
「
戎
図
」
　
「
山
国
」
　
と
い
う
略
称
で
呼
ば
れ
る
里
奈
羅
は
、

い
っ
た
い
ど
う
い
う
形
態
の
里
奈
羅
な
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で

こ
れ
ら
の
里
奈
羅
は
、
彩
色
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
大
の
色
で
表
現
さ

れ
る
と
い
う
意
味
の
、
大
里
奈
羅
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
以
下
の
記

述
か
ら
、
こ
れ
ら
の
里
奈
羅
に
つ
い
て
認
識
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

①
規
囲
闘
其
名
位
　
（
蓮
華
部
院
t
奉
教
）

②
硯
個
漠
親
閲
。
依
坐
位
囲
題
之
。
戎
云
蓮
花
部
士
女
（
蓮
華
部
院
・
蓮

花
部
使
者
）

③
諸
囲
壇
面
園
等
遊
闘
名
位
　
（
蓮
華
部
院
・
使
者
）

④
戎
囲
云
鈎
超
使
者
　
（
文
殊
院
・
使
者
衆
）

⑤
祝
園
漠
名
脱
。
依
坐
位
囲
題
　
（
外
金
剛
部
院
t
難
破
）

⑥
規
固
無
梵
漠
題
名
　
（
外
金
剛
部
院
・
地
神
）

順
に
み
て
い
く
と
、
①
「
現
図
」
は
漠
号
と
坐
位
を
欠
く
と
書
か
れ
、
確
か
に
、

「
戎
図
」
と
　
「
山
図
」
　
の
記
述
は
あ
る
が
、
「
現
図
」
　
の
坐
位
と
図
様
に
関
す
る

記
述
は
な
い
。
②
「
現
図
」
　
は
漢
・
号
を
欠
く
の
で
、
坐
位
図
に
よ
っ
て
こ
れ

を
題
し
た
と
書
か
れ
る
。
つ
ま
り
漠
号
と
梵
号
・
密
号
を
欠
く
だ
け
な
の
で
、

「
現
図
」
　
の
坐
位
と
図
様
に
関
す
る
記
述
は
あ
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
　
「
坐
位

図
」
と
は
、
「
座
位
図
」
・
「
坐
図
」
・
「
戎
坐
位
図
」
と
し
て
も
書
か
れ
、

し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
こ
れ
が
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
を
指
す
の
か
分
か

ら
な
い
が
、
漠
号
が
書
か
れ
る
こ
と
、
ま
た
金
剛
部
院
・
住
無
戯
論
菩
薩
に

「
私
云
坐
固
在
第
一
行
西
第
二
と
あ
る
よ
う
に
、
坐
位
が
分
か
る
形
態
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
蓮
華
部
院
・
蓮
花
部
使
者
の
項
に
　
「
山

国
座
位
陶
閥
」
、
虚
空
蔵
院
・
里
奈
羅
菩
薩
の
項
に
「
二
囲
坐
位
囲
遊
開
位
」
と

書
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
坐
位
図
が
　
「
現
図
」
　
「
戎
図
」
　
「
山
図
」
　
に
匹
敵
す

る
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
③
諸
図
・
壇
面
図
な
ど
は
漢
号
と

坐
位
を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
、
他
の
尊
に
あ
る
よ
う
な
、
儀
軌
な
ど
の
引
用
・

梵
号
・
密
号
・
種
字
・
三
昧
耶
形
が
な
く
、
「
現
図
」
と
　
「
或
図
」
　
の
記
述
も

な
い
。
「
山
固
有
之
」
　
と
し
て
　
「
山
図
」
　
の
記
述
の
み
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
真
寂
が
　
「
壇
面
図
」
、
す
な
わ
ち
敷
里
奈
羅
を
も
参
照
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
「
壇
面
図
」
は
釈
迦
院
・
如
来
語
の
項
目
に
も
み
ら
れ
る
。
④

文
殊
院
の
南
側
に
坐
位
す
る
諸
尊
の
名
称
に
関
し
て
、
『
大
日
経
』
　
「
入
里
奈
羅

具
縁
品
」
と
　
「
現
図
」
　
の
記
述
を
比
較
し
た
一
文
に
書
か
れ
る
。
「
戎
図
に
云

く
鈎
超
使
者
」
と
し
て
「
現
図
」
と
の
名
称
の
違
い
を
明
記
す
る
。
⑤
「
硯
図
」

は
漠
号
を
脱
す
る
の
で
、
坐
位
図
に
よ
っ
て
題
し
た
と
書
か
れ
、
「
硯
図
」
　
の
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坐
位
と
図
様
の
記
述
は
あ
り
、
②
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
。
⑥
「
現
図
」
　
は
梵
号
・

漢
号
　
（
題
名
）
　
が
な
い
と
書
か
れ
、
こ
れ
も
②
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
少
な
く
と
も
　
「
現
図
」
　
に
は
、
尊
像
と
と
も
に
漢
号
・
梵
号
・

密
号
が
書
か
れ
る
こ
と
が
、
「
戎
図
」
　
に
は
漠
号
が
書
か
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、

従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
主
に
尊
形
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
大
里
奈
経
の
形

態
を
も
っ
と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く
入
唐
八
家
の
請
来
録
に
も
み
ら
れ
る

よ
う
な
里
奈
羅
、
す
な
わ
ち
円
行
請
来
の
　
「
胎
蔵
壇
図
一
張
（
著
梵
漢
両
字
尊

像
）
」
　
（
（
　
）
　
内
割
注
）
や
、
宗
叡
請
来
の
　
「
胎
蔵
壇
面
菖
子
一
張
　
（
著
梵
漠

両
字
尊
鋸
於
東
京
無
畏
三
蔵
院
得
之
多
年
己
破
三
幅
）
」
と
い
っ
た
、
梵
漠
両

字
の
尊
名
の
つ
い
た
尊
像
が
書
か
れ
る
星
奈
羅
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
　
「
規
図
」
　
「
戎
図
」
　
が
白
描
図
像
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
諸
説
不
同
記
』
　
に
は
彩
色
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
白
描
図
像
で
尊
像
な

ど
に
色
注
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
③
か
ら
、

「
山
国
」
　
に
関
し
て
は
漢
号
・
梵
号
・
密
号
が
書
か
れ
な
い
こ
と
が
分
か
り

「
山
図
」
　
が
大
星
茶
羅
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

次
に
、
「
硯
図
」
　
が
ど
う
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
解
明
す

る
一
文
と
し
て
、
④
と
同
じ
文
殊
院
・
使
者
衆
の
項
目
に
書
か
れ
る
記
述
に
注

目
す
る
。

凡
儀
軌
列
名
皆
依
硯
里
奈
羅
固
位
列
之

こ
こ
に
は
、
凡
そ
儀
軌
が
名
を
連
ね
る
の
は
、
皆
「
硯
里
奈
羅
図
位
」
　
に
よ
っ

て
名
を
連
ね
て
い
る
と
書
か
れ
、
「
硯
畳
奈
羅
図
位
」
　
が
非
常
に
権
威
あ
る
里

奈
羅
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
言
わ
れ
る

儀
軌
と
は
、
「
硯
図
」
　
成
立
以
降
に
書
か
れ
た
儀
軌
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
言

わ
れ
る
　
「
現
里
奈
羅
図
位
」
　
の
略
称
が
　
「
硯
図
」
　
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
う
し
た
記
述
は
他
に
も
み
ら
れ
、
例
え
ば
外
金
剛
部
院
南
方
諸
天
・
賢

瓶
の
項
目
に
は
　
「
玄
法
儀
軌
依
現
固
列
之
」
と
し
て
、
『
玄
法
寺
儀
軌
』
　
（
法
全

撰
　
『
大
毘
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
悲
生
畳
茶
羅
広
大
成
就
儀
軌
供

養
方
便
会
』
）
　
は
　
「
現
図
」
　
に
よ
っ
て
、
賢
瓶
を
連
ね
る
の
だ
と
し
て
い
る
。

『
玄
法
寺
儀
軌
』
　
は
空
海
の
師
、
恵
果
か
ら
付
法
し
た
義
操
　
（
八
二
一
頃
）
　
の

弟
子
の
法
潤
（
生
没
年
不
詳
）
に
、
胎
蔵
法
を
伝
法
さ
れ
た
法
全
（
八
四
〇
頃
）

が
、
会
昌
年
中
　
（
八
四
一
～
八
四
七
）
玄
法
寺
に
住
し
て
い
た
と
き
に
摸
し
た

も
の
で
、
日
本
に
は
円
仁
が
請
来
し
て
い
る
。
法
全
は
後
に
大
中
年
中
（
八
四

七
～
八
六
〇
）
　
に
青
龍
寺
に
い
た
と
き
に
、
『
青
龍
寺
儀
軌
』
　
（
『
大
毘
慮
遮
那

成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
菩
提
憧
標
職
普
通
真
言
蔵
広
大
成
就
儀
軌
供
養
方

便
会
』
）
　
を
再
び
撰
し
て
い
る
。
こ
れ
は
円
仁
・
円
珍
・
宗
叡
が
請
来
し
て
い

る
。
玄
法
・
青
龍
両
儀
軌
と
も
、
胎
蔵
界
の
供
養
法
の
次
第
と
里
奈
羅
諸
尊
の

坐
位
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
、
『
青
龍
寺
儀
軌
』
　
が
後
で
撰
さ
れ
て
い
る

だ
け
に
、
『
玄
法
寺
儀
軌
』
　
よ
り
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
両
界
畳
茶
羅
の

成
立
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
目
さ
れ
る
恵
果
の
法
流
に
属
す
る
、
法

全
が
摸
し
た
胎
蔵
界
に
関
す
る
儀
軌
で
、
畳
奈
羅
諸
尊
の
坐
位
に
つ
い
て
記
述

さ
れ
た
部
分
で
は
、
取
り
も
直
さ
ず
恵
某
が
整
備
し
た
里
奈
羅
が
参
照
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
里
奈
羅
と
は
、
真
寂
が
「
玄
法
儀
軌
依
現

固
列
之
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
、
「
現
図
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
真
寂
は

「
現
図
」
を
、
恵
呆
が
創
案
し
た
胎
蔵
里
奈
羅
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
使
用
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
特
定
の
一
幅
の
里
奈
羅
を
指
す
と
い
う
よ
り
も
、
胎
蔵
星

奈
羅
の
発
達
史
に
お
け
る
、
解
釈
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
使
用
し
て
い
る
感
が

強
い
。真

寂
の
前
に
「
硯
図
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
の
が
、
安
然
　
（
八
川
〓
～
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九
一
五
頃
）
　
で
、
そ
の
著
　
『
大
悲
胎
蔵
悲
生
隻
奈
羅
第
三
重
釈
迦
脊
属
及
諸

天
印
明
種
字
梵
号
名
位
不
同
』
（
以
下
　
『
釈
迦
会
不
同
』
）
　
の
巾
で
、
「
現
図
」

「
規
里
奈
羅
」
「
硯
図
星
茶
羅
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
『
釈
迦
会
不
同
』

は
、
題
名
通
り
胎
蔵
里
奈
経
の
釈
迦
院
と
外
金
剛
部
院
の
諸
尊
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
尊
の
印
明
・
種
字
・
梵
号
・
名
・
位
を
検
討
し
た
も
の
で
、
冒
頭
に

「
現
固
及
諸
軌
等
各
有
同
異
。
故
今
線
出
経
及
諸
軌
井
硯
旦
茶
羅
等
異
説
。
以

示
後
賢
云
爾
」
と
記
し
、
そ
の
後
に
比
較
の
対
象
と
し
た
経
・
諸
儀
軌
・
「
現

図
隻
奈
羅
」
　
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

本
文
中
に
「
硯
図
」
　
の
言
葉
が
登
場
す
る
の
は
、
外
金
剛
部
院
の
記
述
に
入

っ
て
か
ら
で
、
経
・
儀
軌
に
は
な
く
「
現
図
」
　
の
み
に
み
ら
れ
る
諸
尊
と
、

経
・
儀
軌
と
「
硯
図
」
と
の
坐
位
が
異
な
る
諸
尊
の
、
漠
号
と
梵
号
を
記
述
し

て
い
る
。
た
だ
し
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
諸
尊
の
形
相
に
関

す
る
記
述
は
な
い
。
さ
て
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
は
、
諸
尊
を
「
規
図
」
　
の
坐
位
の

順
番
に
合
わ
せ
て
記
述
し
て
い
る
の
で
、
記
述
の
順
番
は
、
諸
軌
に
書
か
れ
る

諸
尊
の
順
番
や
方
位
と
は
異
な
る
。
し
か
し
　
『
釈
迦
会
不
同
』
　
の
場
合
は
、
諸

尊
の
印
明
・
種
字
・
梵
号
・
名
・
位
は
、
「
硯
図
」
と
「
阿
閣
梨
所
伝
里
奈
羅
」

を
除
い
た
諸
経
・
諸
軌
で
検
討
さ
れ
、
「
現
図
」
に
関
し
て
は
、
「
現
固
此
次
有

三
十
一
尊
」
な
ど
と
し
た
後
に
、
漢
号
・
坐
位
・
梵
号
の
み
が
一
括
し
て
列
記

さ
れ
、
「
阿
閣
梨
所
伝
里
奈
羅
」
　
に
関
し
て
は
、
「
阿
閣
梨
所
伝
里
奈
羅
南
方
有

三
十
八
尊
」
な
ど
と
し
た
後
に
、
漠
号
の
み
が
こ
れ
も
一
括
し
て
列
記
さ
れ
る
。

「
阿
闇
梨
所
伝
隻
茶
羅
」
と
し
た
一
群
に
挙
げ
ら
れ
る
漠
号
は
、
『
大
正
新
修
大

蔵
経
』
　
に
収
録
さ
れ
る
「
阿
閣
梨
所
伝
里
奈
羅
」
に
書
か
れ
る
漢
号
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
。
し
か
し
「
硯
図
」
と
さ
れ
た
一
群
に
挙
げ
ら
れ
る
漢
号
（
先
述

し
た
よ
う
に
、
「
現
図
」
　
に
は
漠
号
や
梵
号
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
）
　
は
、
東
方
諸
天
の
　
「
繹
処
天
戎
識
処
天
」
　
の
よ
う
に
、
複
数
の
漠

号
を
比
較
検
討
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
現

図
」
　
の
項
目
に
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
　
「
硯
図
系
」
　
の
里
奈
羅
を
参
照

し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
　
『
釈
迦
会
不
同
』
　
の
繹
処
天
戎
識

処
天
は
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
を
み
る
と
、
項
目
の
最
初
に
漢
号
は
　
「
識
処
天
」

と
し
て
記
述
す
る
が
、
次
に
「
戎
坐
位
園
に
云
く
繹
処
天
」
と
、
戎
坐
位
図
で

は
繹
処
天
の
漢
号
が
書
か
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
戎
坐
位
図
は
先
ほ
ど
述
べ

た
よ
う
に
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
で
は
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
里
奈
羅
で
あ
る
。
と

す
る
と
「
識
処
天
」
は
　
「
現
図
」
　
の
漢
号
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す

べ
き
は
、
『
釈
迦
会
不
同
』
　
で
は
、
「
現
図
系
」
　
の
う
ち
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
に

お
け
る
「
硯
図
」
の
も
の
と
思
わ
れ
る
漢
号
を
後
で
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
で
説
か
れ
る
　
「
現
図
」
を
、
「
硯
図
系
」
　
の
中
で
副

次
的
に
参
照
し
て
い
る
態
度
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
　
『
諸
説
不
同
記
』

と
　
『
釈
迦
会
不
同
』
　
で
、
異
な
っ
た
漢
号
を
述
べ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
特
徴
的

な
も
の
を
　
（
表
二
）
　
に
ま
と
め
た
。
経
典
・
儀
軌
の
欄
に
は
、
真
寂
に
よ
り

「
硯
図
」
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
玄
法
・
青
龍
両
儀
軌
の
漠
号
と
、

漢
号
の
違
い
を
理
解
す
る
の
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
経
典
・
儀
軌
の
漢
号

を
挙
げ
た
。
以
下
　
（
表
二
）
　
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。
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『
釈
迦
会
不
同
』
　
が
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
の
　
「
硯
図
」
と
は
異
な
る
畳
奈
羅

を
、
「
硯
図
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
玄
法
・
青
龍
両
儀
軌
の
漢
号

と
比
較
し
て
み
て
も
理
解
さ
れ
る
。
玄
法
・
青
龍
両
儀
軌
に
書
か
れ
る
詞
悉

多
・
男
天
・
風
天
・
持
蔓
天
衆
・
阿
渥
毘
傾
・
識
処
天
は
、
『
諸
説
不
同
記
』

の
漢
号
と
一
致
し
、
『
釈
迦
会
不
同
』
　
と
は
異
な
る
。
ま
た
玄
法
・
青
龍
両
儀

軌
に
書
か
れ
る
那
羅
は
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
で
は
那
羅
延
天
と
さ
れ
、
『
釈
迦
会

不
同
』
　
で
は
毘
紐
天
と
さ
れ
る
。
し
か
し
　
『
釈
迦
会
不
同
』
　
に
も
　
「
那
羅
延

天
が
こ
れ
で
あ
る
」
と
い
う
但
し
書
き
が
あ
る
の
で
、
「
那
羅
」
　
は
　
「
那
羅
延

天
」
を
略
し
て
書
い
た
と
想
像
さ
れ
る
　
（
玄
法
・
青
龍
両
儀
軌
で
は
し
ば
し
ば

尊
名
が
省
略
し
て
書
か
れ
る
）
。
ま
た
玄
法
・
青
龍
両
儀
軌
に
書
か
れ
る
毘
那

夜
迦
は
　
『
釈
迦
会
不
同
』
　
と
は
一
致
す
る
が
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
で
は
毘
那
夜

と
さ
れ
、
玄
法
・
青
龍
両
儀
軌
に
書
か
れ
る
守
門
は
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
で
は

「
手
の
字
は
お
も
う
に
守
の
字
だ
ろ
う
」
　
と
但
し
書
き
が
つ
く
が
、
手
門
天
と

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
　
『
諸
説
不
同
記
』
　
が
引
用
す
る
　
「
現
図
」
と
、
玄
法
・
青

龍
両
儀
軌
が
引
用
す
る
「
現
図
」
も
ま
た
少
し
違
い
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
玄

法
・
青
龍
両
儀
軌
に
書
か
れ
る
七
曜
衆
は
　
『
釈
迦
会
不
同
』
　
と
は
一
致
す
る

が
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
で
は
、
「
七
曜
は
そ
れ
ぞ
れ
の
尊
と
し
て
あ
る
の
で
、
七

曜
の
総
体
の
よ
う
な
尊
を
別
に
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て
、
七
曜
衆
は

挙
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
七
曜
衆
を
作
ら
な
い
の
は
真
寂
の
意
思
で
は
な
く
、

真
寂
が
見
て
い
た
「
現
図
」
に
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
七
曜
衆
の
項
目
に
　
「
五
大
和
尚
叉
此
次
立
七
曜
衆
」
と
書
か
れ
る
こ

と
か
ら
、
真
寂
が
、
胎
蔵
畳
茶
羅
に
関
す
る
安
然
の
著
作
を
参
照
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
『
諸
説
不
同
記
』
　
の
記
述
中
に
は
他
に
も
、
「
五
大
院
云
」
　
「
五

大
和
尚
」
と
し
て
、
安
然
の
著
述
の
引
用
が
あ
る
。
ま
た
玄
法
・
青
龍
両
儀
軌
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に
は
詞
悉
多
と
七
曜
衆
の
両
方
が
書
か
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
『
諸
説
不
同
記
』

は
詞
悉
多
し
か
、
『
釈
迦
会
不
同
』
　
は
七
曜
衆
し
か
書
か
な
い
。
こ
の
こ
と
も

「
現
図
」
　
が
複
数
あ
っ
た
と
い
う
証
明
に
な
ろ
う
。

以
上
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
に
書
か
れ
る
　
「
硯
図
」
が
、
ど
う
い
っ
た
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
同
じ
「
硯
図
」
を
扱
い
な

が
ら
も
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
の
　
「
現
図
」
と
、
『
釈
迦
会
不
同
』
　
の
　
「
現
図
」
　
に

は
少
し
違
い
が
み
ら
れ
、
ま
た
　
「
現
図
」
を
参
照
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
法
全

の
著
作
に
も
、
少
し
違
っ
た
胎
蔵
里
奈
羅
が
書
か
れ
る
。
こ
こ
か
ら
　
「
硯
図
」

と
は
、
あ
る
特
定
の
里
奈
羅
を
指
す
の
で
は
な
く
、
胎
歳
旦
奈
羅
の
発
達
史
に

お
い
て
、
「
現
在
流
布
し
て
い
る
解
釈
」
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
そ
の
解
釈
に
基
づ
い
て
、
中
国
で
作
ら
れ
た
儀
軌
や
、
尊
像
を
描
い
た

里
奈
羅
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
、
「
現
図
」
と
し
て
胎
蔵
里
奈
羅
の
底
本
と
さ

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）

小
野
玄
妙
氏
は
　
「
現
図
」
を
空
海
請
来
の
東
寺
星
茶
羅
と
さ
れ
た
。
（
「
叡
山
智
謹
大
師
と

お
わ
り
に

『
諸
説
不
同
記
』
　
の
刊
本
、
大
正
図
像
本
と
仏
教
全
書
本
は
、
そ
の
両
方
を

対
照
し
な
が
ら
読
ま
な
け
れ
ば
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
を
理
解
し
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
そ
う
し
て
二
本
を
通
読
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
記
述
の
法
則
が
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
『
諸
説
不
同
記
』
　
に
書
か
れ
る
　
「
現
図
」
　
を

検
証
し
た
と
き
、
そ
れ
は
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
大
量
奈
羅
で
は
な
く
、

尊
像
と
と
も
に
漠
号
・
梵
号
・
密
号
が
記
入
さ
れ
る
里
奈
羅
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
そ
し
て
同
時
に
、
現
在
流
布
し
て
い
る
胎
蔵
里
奈
羅
の
解
釈
を
示
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

囲
覚
寺
宗
叡
僧
正
の
請
来
せ
し
大
悲
胎
蔵
大
量
茶
羅
の
研
究
」
小
野
玄
妙
『
彿
教
之
美
術

及
歴
史
』
備
書
研
究
含
、
一
九
一
六
年
。
一
〇
二
～
一
〇
一
二
頁
）
じ
次
に
高
田
修
氏

は
　
「
硯
図
」
を
「
空
海
の
請
来
本
の
正
系
で
あ
る
東
寺
所
博
」
　
で
、
か
つ
　
「
現
在
使
用
さ

れ
て
い
る
両
界
庖
」
だ
と
解
釈
し
な
が
ら
も
、
「
こ
の
語
が
台
密
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ

た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
恐
ら
く
恵
巣
の
系
流
に
属
す
る
両
界
園
を
意
味
し
た
も
の
と
見
て

殆
ん
ど
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
た
。
（
「
高
雄
畳
奈
羅
の
囲
像
」
美
術
研
究
所
報
告

『
高
雄
里
奈
羅
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
。
二
七
頁
下
段
）
。
同
じ
く
石
田
尚
豊
氏
は

高
田
氏
の
説
を
受
け
な
が
ら
、
空
海
在
世
時
に
は
　
「
現
回
」
と
い
う
呼
称
が
な
い
こ
と
か

ら
「
正
確
に
は
『
恵
果
・
空
海
系
の
両
界
里
奈
羅
』
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
た
。

（
「
硯
図
隻
奈
羅
の
成
立
と
展
開
」
　
『
密
教
美
術
大
観
　
第
一
巻
　
両
界
里
奈
羅
』
朝
日
新

聞
社
、
一
九
八
三
年
。
一
九
六
頁
上
段
）
。

（
2
）
　
東
寺
の
両
界
里
奈
羅
に
つ
い
て
は
、
高
田
修
「
束
寺
と
正
系
現
囲
里
奈
羅
の
相
承
－
新
出

大
幅
彩
色
古
畳
茶
羅
三
本
の
調
査
概
報
－
」
　
『
係
数
蛮
術
』
　
二
四
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九

六
一
年
。
に
詳
し
い
。
恵
果
・
空
海
系
の
鼻
薬
羅
に
つ
い
て
は
、
石
田
尚
豊
「
恵
果
・
空

海
系
以
前
の
胎
歳
旦
奈
羅
」
　
『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
一
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九

六
六
年
。
同
氏
「
現
図
星
茶
羅
再
考
」
　
『
偶
数
聾
術
』
　
七
八
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
〇

年
。
に
詳
し
い
。

（
3
）
　
院
の
名
称
は
、
美
術
研
究
所
報
告
　
『
高
雄
里
奈
羅
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
。
に
依

っ
た
。
『
諸
説
不
同
記
』
　
で
用
い
ら
れ
る
院
の
名
称
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の

も
多
く
、
分
か
り
に
く
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
諸
尊
の
名
称
に
関
し
て
は
　
『
諸
説
不
同

記
』
　
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

（
4
）
　
松
原
智
美
「
『
諸
説
不
同
記
』
　
の
　
「
戎
図
」
と
台
密
の
胎
蔵
図
」
　
（
『
美
術
史
研
究
』
　
二
八
、

早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
、
一
九
九
〇
年
。
）
　
の
註
　
（
2
）
　
参
照
。

（
5
）
一
箇
所
だ
け
、
大
正
図
像
本
と
仏
教
全
書
本
が
異
な
る
所
が
あ
る
。
外
金
剛
部
院
南
方
諸

天
・
阿
詣
羅
仙
　
（
火
天
の
左
内
に
坐
位
）
　
と
騰
答
摩
仙
　
（
火
天
の
左
外
に
坐
位
）
　
の
順
番

が
逆
に
な
っ
て
お
り
、
仏
教
全
書
本
で
は
、
外
側
に
坐
位
す
る
騰
答
摩
仙
が
先
に
書
か
れ
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る
が
、
他
の
尊
は
全
て
内
側
の
尊
か
ら
書
か
れ
る
の
で
、
仏
教
全
書
本
の
単
な
る
写
し
間

違
い
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
6
）
『
仁
和
寺
版
』
は
、
雷
同
雄
里
奈
羅
》
の
白
描
の
転
写
本
で
あ
る
雷
同
山
寺
本
》
を
底
本

と
し
て
、
明
治
二
二
八
六
九
）
年
に
開
版
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
八
二
九
三
三
）
年

に
は
『
大
蔵
経
図
像
部
一
』
に
、
こ
の
『
仁
和
寺
版
』
の
各
尊
に
番
号
を
付
け
て
収
録

さ
れ
た
。
雷
同
雄
隻
苓
羅
》
は
天
長
年
間
（
八
二
四
～
三
三
）
に
空
海
請
来
本
か
ら
転
写

さ
れ
て
、
神
護
寺
の
潅
頂
堂
に
施
入
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
空
海
請
来
本
を
阻
本
と
す
る
、

現
存
の
転
写
本
の
中
で
は
最
古
の
両
界
里
奈
羅
で
あ
る
。

（
7
）
松
原
氏
は
「
戎
図
」
が
単
一
の
星
茶
羅
で
あ
る
こ
と
を
様
々
な
方
法
で
検
証
さ
れ
た
が
、

「
二
回
」
「
両
図
」
の
記
述
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
松
原
氏
前
掲
論
文
。
第
三
章
（
二
八
～

三
五
頁
）
。

（
8
）
松
原
氏
は
「
真
寂
が
現
図
と
は
形
式
の
異
な
る
敷
里
奈
羅
を
比
較
の
対
象
と
し
た
と
は
考

え
難
い
」
と
し
て
い
る
。
松
原
氏
前
掲
論
文
。
二
八
頁
上
段
。

（
9
）
『
霊
厳
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録
』
『
大
蔵
経
第
五
十
五
巻
目
録
部
全
』
大
正
新

修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
。
所
収
。

（
1
0
）
『
新
書
焉
請
来
法
門
等
目
録
』
『
大
蔵
経
第
五
十
五
巻
目
録
部
全
』
大
正
新
修
大
蔵
経

刊
行
会
、
一
九
二
八
年
。
所
収
。

（
1
1
）
『
大
蔵
経
第
十
八
巻
密
教
部
一
』
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
。
所
収
。

（
12
）
『
大
蔵
経
第
十
八
巻
密
教
部
一
』
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
。
所
収
。

（
1
3
）
『
諸
説
不
同
記
』
と
『
青
龍
寺
儀
軌
』
を
対
照
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
尊
が
漠

号
ま
で
一
致
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
少
数
な
が
ら
尊
の
出
入
が
あ
り
、
『
青
龍
寺
儀
軌
』

が
「
現
図
」
の
み
を
参
照
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
即
断
で
き
な
い
。

（
1
4
）
『
大
蔵
経
図
像
部
二
』
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
三
三
年
。
所
収
。

（
1
5
）
善
無
畏
（
六
三
七
～
七
三
五
）
が
口
述
し
た
も
の
を
、
一
行
〓
ハ
八
三
～
七
二
七
）
が
筆

記
し
た
胎
蔵
畳
茶
羅
。
『
大
毘
慮
遮
那
成
彿
経
疏
』
巻
第
六
『
大
蔵
経
第
三
十
九
巻

経
疏
部
七
』
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
。
所
収
。

入
江
多
美
　
（
い
り
え
・
た
み
）

二
〇
〇
一
年
　
神
戸
大
学
文
学
部
卒
業

二
〇
〇
三
年
　
神
戸
大
学
文
学
研
究
科
修
了

神
戸
大
学
文
化
学
研
究
科
在
学
中
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